
４ 開発をめざす技術

開発をめざす技術の名称、期待される効果及び開発スケジュールを下表に示します。下半期に取り組む技術については、上半期に

シーズ調査等を実施し、産官学連携による共同研究等の実施をめざします。

基本方針技術開発の位置づけ

技術開発は、大阪市下水道事業経営戦略（以下、経営戦略という。）

において、機能維持・浸水対策・地震対策・都市環境保全という４つの施策

を支えるために取り組むものとして位置づけられています。また、その基本方針

としては、環境負荷の軽減や維持管理コスト縮減等をめざすこととしています。

１ 策定の背景

２ 技術開発戦略の目的と位置づけ

大阪市下水道事業技術開発戦略【概要版】

技術開発戦略は、経営戦略で掲げる４つの施策に関する課題を解決し、将来にわたり質の高い下水道サービスを安定的に提供する

ため、開発をめざす技術や開発スキーム、連携体制を明確にし、主体的かつ戦略的な技術開発の推進に資することを目的とします。

目的

３ 技術開発の基本方針とテーマ

技術開発の基本方針は、環境負荷の軽減や維持管理コスト縮減等をめざすこととします。
大阪市下水道事業経営戦略

大阪市の４つの施策（イメージ）

技術開発においては、技術シーズをラボスケールから実規模まで段階的に

スケールアップするとともに、季節変動や降雨など多様な条件を想定して検証

を重ねる必要があります。そのため、効果的な技術を確立・実用化するまでに

は、相応の期間を要します。したがって、技術開発を着実かつ効果的に推進

するため、戦略的な取り組みが求められます。

技術開発を進める上での課題

技術開発戦略の位置づけ

大阪市下水道事業
経営戦略

技術開発
（サポート）

技術開発戦略

技術開発戦略の位置づけ

経営戦略の４つの施策を支える技術開発（サポート）を具体化するものとして、技術開発戦略を位置付けます。

適用範囲

上位戦略である経営戦略をはじめ、次に示す主な既存の計画・方針・ビジョンに掲げる課題を解決するために、これらを横断的に補

完するものとして、技術開発戦略を位置付けます。また、大阪市下水道事業広報戦略や建設局DX戦略と連携し、技術開発戦略の

目的を効果的に達成します。

適用期間

技術開発戦略の適用期間は、上位戦略である経営戦略に合わせて令和８年度～16年度とし、見直し期間を5年程度とします。

【適用範囲】 （技術開発戦略との関係性）
・大阪市下水道事業経営戦略・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・下水道施設管理計画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・大阪市下水道浸水対策計画2025・・・・・・・・・・・・・・・
・大阪市下水道耐震化計画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・大阪市下水道カーボンニュートラル基本方針・・・・・・・・・
・大阪府市下水道ビジョン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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適用期間

技術開発戦略の適用期間

技術開発 技術開発

技術開発戦略の見直し

技術開発のテーマ

経営戦略に掲げた４つの施策を技術開発のテーマとして位置づけ、それぞれの施策について、環境負荷の軽減や維持管理コストの

縮減等をめざして技術開発を進めます。

上位戦略
施策：機能維持
施策：浸水対策
施策：地震対策
施策：都市環境保全
府市連携

【関連範囲】
・大阪市下水道事業広報戦略・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・建設局DX戦略・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

広報
DX（デジタルトランスフォーメーション）

５ その他

その他、技術開発の推進スキーム、推進するための連携・展開、人材育成・技術継承及び技術開発実績・知財と今後の展開につ

いて、掲載しています。
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